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令和8年度（第4回）玉野市地域公共交通会議

「交通空白」解消等リ・デザイン全面 展開プロジェクト（地域交通 DX 推進タイプ） 

国交省標準仕様データを用いた地域交通総合
シミュレータによる地域公共交通計画策定業務の
高度化検証事業

概要ご説明資料

2026年8月18日
コガソフトウェア株式会社
富士通株式会社
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地域交通総合シミュレータ
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センシング

実世界

人々や社会のモデル

デジタル空間での施策の事前検証

デジタル空間に再現された実世界データ

最適な
施策実施

デジタルリハーサル

Social Digital TwinTM

社会全体をデジタル化
施策の改善・高度化を支援
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ケーススタディ

路線バス

従来のバスを中心とした交通網
デマンド交通を組み合わせた
新しいモビリティ社会

利用が少ない
ルート

デマンド交通を
組み合わせる

デマンド交通を
組み合わせる

アニメーションあ
り

路線バス

デマンド交通

デマンド交通
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データ入手や検討の長期化

やってみないとわからない

「利便性」と「経済性」のトレードオフで合意が難航

オープンデータ×信頼できる技術で迅速に設計

効果予測に基づく実行、PDCAの高頻度化

多様な選択肢とKPI評価に基づき合意形成を促進

課題とソーシャルデジタルツインによる効果

データに基づき高度にシミュレーション

迅速な合意形成と施策実行
アナログに施策を検討

時間とコストの浪費 が発生

将来像現状

時間とコスト

施策効果

合意形成

施設運営者

市民

交通
事業者

自治体
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国土交通省COMmmmONSにおける
実績



• 令和７年度に、国交省直轄プロジェクト（コモンズ）にて、

『路線バス＋デマンドの総合交通シミュレーション』 を富士通が開発

（実証フィールド：前橋市）

システム概要

とは？

• 事業者や地域ごとに業務やシステムなどが独自に構築され、そ
れぞれのサービスやデータが連携していない地域交通の「サイ
ロ化」の課題を解決し、連携・協働を軸とした地域交通のDXを
体系的に推進するためのプロジェクト。

• 具体的には、サービス、データ、マネジメント、ビジネスプロセス
の4つの柱で協調領域における相互運用性確保のためのデジ
タル活用のベストプラクティス創出と、その成果の標準化を一
体的に推進することを目的。

• コモンズの標準仕様や技術仕様を社会の共通財産として公開・
普及させることにより、地域交通の連携・協働の技術的基盤の
提供を推進。

国土交通省が主導する地域交通DX推進プロジェクト

取組概要 路線バスやデマンドの運行に関する事前シミュレーションモデルの構築



システム概要

⚫ 地域公共交通計画策定における課題を解決するため、地域内の移動需要予測、
需要毎の移動手段推定等の機能を、定時定路線型交通とデマンド型交通を統合
して提供する総合シミュレーションを開発

⚫ 全国規模の統計データやMaaSアプリから取得可能なデータなど、一般的に利
用可能なデータを活用した移動需要生成技術及び交通分担率推定技術を実装

⚫ 生成した移動需要に対してAIを用いた行動選択モデルを適用し、地域公共交通
計画における各交通モードの交通分担率を算出可能な機能を実装

取組概要 路線バスやデマンドの運行に関する事前シミュレーションモデルの構築
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事例（国土交通省COMmmmONSでの取組）

2026.3.23

プレスリリース
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７．複数バス事業者、デマンド組合せ 複合シナリオシミュレーションのデモ

地域交通の総合シミュレーションシステムの技術実証プロジェクト検証会

シナリオDで、「駒形デマンド」の車両数を

2台に増加。

バス利用者がさらに増加して、シナリオA

と同等に回復。デマンドによって、H路線

への接続が回復した効果と考えられる。

増えていた自動車利用者もシナリオAの

数字まで減少。

このシナリオDで「従来と同等の公共交

通を住民に提供できている」と言える。

-３３

＋１７

+19

-7

+11

-10
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地域交通総合シミュレータ
© 2026 Fujitsu Limited

12

移動需要推定

移動需要補正

マルチエージェント

シミュレーション
交通選択推定

(行動選択モデル)

事前学習

都市毎のデータ

SIM結果

交通実績

データ

都市毎のデータ施策シナリオデータ

国勢調査データ

建物位置データ
施設関連データ

行動統計データ

生活基本調査データ
シナリオデータ
(デマンド型交通)

シナリオデータ
(定時定路バス)

道路データ 移動実績データ

移動需要予測

マルチエージェントシミュレーション

交通分担率推定

合成人口データ生成
(出発地候補)

需要発生要因生成
（目的地候補）

交通実績データ変換

移動需要生成
（ODデータ）

入力データ変換

シミュレーション結果出力
(KPI計算)移動需要補正

ODデータ

複合現実

経路検索

オープンデータ

国勢調査等のデータから需要を取り出し、既存の交通データや行動パターンを組み合わせながら、
弊社独自技術を用いて交通計画に関わる施策案を評価。
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2026年度に参画する事業概要
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2026/06/29

「交通空白」解消等リ・デザイン全面 展開プロジェクト
（地域交通 DX 推進タイプ） 
【国交省標準仕様データを用いた地域交通総合シミュレータによる
地域公共交通計画策定業務の高度化検証事業】

実施計画書

コガソフトウェア株式会社（代表団体）

公開不可
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Ⅰ. 事業計画
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1. プロジェクトのビジョン｜解決すべき社会課題

課題に関するイメージ 解決アプローチに関するイメージ

解決すべき社会課題 解決アプローチ

1. 「持続可能な公共交通計画策定」の実現における課題

- 市の人口減少が続く中、地域公共交通の利用者も減少傾向にあり、バス路線の
廃止や減便など公共交通の利便性が低下している。このような中、デマンド交通
を含めた地域公共交通の利便性の向上を図り、新たな利用者を獲得し、持続可
能な公共交通の設計が求められている。

- 人口減や学校再編に伴う公共交通の需要の変容に応じた地域公共交通の再編
が求められているが需給のバランスがとれ、かつ各公共交通事業者に納得感の
ある地域公共交通計画を策定することが難しい。

- 地域公共交通計画は、一部の自治体職員とコンサルへの委託により実施してい
るが、計画策定に係わるスキルの獲得は時間を要するため、このような自治体職
員を継続的に確保することが難しい。

1. 地域公共交通計画策定業務に国交省標準仕様データを用いた地域交通総合シ
ミュレータを活用し、デマンド型交通を含む地域公共交通最適化の効率的な計画
を策定する事例を創出し、横展開に繋げる。

- 令和７年度COMmmmONSにて富士通が開発した地域交通総合シミュレータ
を用いて実態に即した地域公共交通計画を策定する。地域交通総合シミュレータ
は、「乗降実績データ標準仕様書（鉄道・バス）」に準拠した路線バス実績データを
補正用データとして利用し、より実態に即したシミュレーションとする。また「公共
交通運行情報標準データ仕様書（GTFS-JP）v4」に準拠したGTFSデータによ
るシナリオの投入を可能とする。

- これら2つのデータ取り込みをユーザーである自治体職員により可能とするUI
及び現状のデータを標準に準拠させる変換ツールを開発し本シミュレータに組
み込む。

公開不可
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• I. 事業計画

2. プロジェクトのスコープ
＃ スコープ 実施サマリ 本資料内の記載箇所

1
地域交通総合シミュレータの対象とするデー
タの決定

• 玉野市にて交通再編方針の決定により、シミュレーションに活
用するデータ（GTFS、実績データ）の決定

12. 検証計画｜検証エリア
｜サービス提供事業者

２ 対象データの収集
• 対象となるGTFSについては公開データの入手とバス事業者

との確認、実績データについては玉野市より入手
12. 検証計画｜検証エリア
｜サービス提供事業者

3 対象データの標準仕様への変換 • 変換ツールによるシミュレーションへのインプット
12. 検証計画｜検証エリア
｜サービス提供事業者

4 システム（シミュレータ）の標準仕様への準拠
• 変換後データを用いたシミュレーション実行及び関係者との結

果確認
12. 検証計画｜検証メ
ニュー

５
システム（シミュレータ）による地域公共交通
計画策定支援

• シミュレータからのアウトプットを、地域公共交通計画及び関
連資料に活用

12. 検証計画｜検証仮説

公開不可



Copyright © 2025 by MLIT. All rights reserved.

Ⅰ. 事業計画

17

• I. 事業計画

3. プロジェクトのマイルストン

＃ マイルストン 実施事項

1 実施計画策定
• プロジェクトの目的と範囲を定義

• 必要な要件を収集・分析

2 要件定義・設計 • プロジェクト目的及び業務要件を踏まえた要件定義・設計

3 中間検査 • 業務要件定義書/要件定義書/システムインターフェース設計書等の確認による技術要件審査

4 システム開発
• 地域交通データ収集
• 地域交通シミュレータの環境構築
• 地域交通シミュレータによるシミュレーション実行、ユーザーフィードバックを基に設定修正・再実行

5 完了検査 • 実地検査/システム画面・帳票確認/シミュレーション結果確認等による技術要件審査

6 報告書の作成 • 成果報告書を作成する

公開不可
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4. 事業KPI

# 測定項目 KPI
事業実施年度
の目標値

5年後
の目標値

目標値設定根拠 （前年度実績値がある場合記載してください）

1
地域公共交通計画に利用される
図やグラフのうち、本システムの
出力結果が用いられる割合

シミュレーション結果
活用率

活用率≧30% 活用率≧30%
地域公共交通計画において、政策に関する頁において、利用される図やグラフのうち、本システ
ムにて出力された結果を用いた頁の割合。地域公共交通計画書の該当部分の掲載頁数で比較。

2
地域公共交通計画策定に際し、ス
テークホルダとの合意形成に掛
かる期間の削減率

合意形成に掛かる期
間の削減度合

削減率4０％ 削減率8０％

合意形成に係る期間を元に設定。市担当職員へのアンケートによって測定。
（計算式） 削減率＝（（これまで合意形成にかかっていた期間）ー（シミュレータを使った場合の
合意形成にかかる期間）） ／ （これまで合意形成にかかっていた期間）
※前年度、前橋市にて計測した際は30%程度だったため、ここからUI改善などで+10p向上

３
地域公共交通計画策定に際し、ス
テークホルダとの合意形成に掛
かるコストの削減

合意形成に掛かるコ
ストの削減度合

削減率4０％ 削減率8０％

地域公共交通計画策定に際し、交通コンサルタント等に作業を依頼した場合にかかるコストの削
減度合。市担当職員へのアンケートによって測定。
（計算式） 削減率＝（（交通コンサルに依頼する場合にかかると想定されるコスト）ー（シミュレー
タを使った場合の合意形成にかかるコスト）） ／ （交通コンサルに依頼する場合にかかると想
定されるコスト）
※前年度、前橋市にて計測した際は30%程度だったため、ここからUI改善などで+10p向上

４
シミュレーション結果に対する精
度

シミュレーション結果
精度に関するアンケー
ト回答の平均値

平均値3以上 平均値4以上
5段階評価とし、以下の選択肢を前提に設定
５：現行より大幅に良い/４：現行より良い/３：現行並み/２：現行より悪い/１：現行より大幅に悪
い

- - - - - -

- - - - - -

公開不可
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５. 中長期的な展開

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

地域交通総合シミュレータの開発

１) アプリの開発・改修

2) 事例創出

3) 商品化

4) サービス導入

COMｍｍｍＯＮＳ

プロジェクトによる開発
標準化対応改修 ユーザーフィードバックを受けて随時改修（API連携,他の標準への適用改修等）

大規模自治体へのシミュレータの導入

小・中規模自治体へのシミュレータの導入 目標：全国数百自治体への導入

玉野市（本事業）前橋市

オンデマンド交通とのセット導入

オンデマンド交通サービスとの
セット導入

（富士通）シミュレータ商品化

公開不可
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2. システムにより実現する業務フロー(1/3)

• 本プロジェクトでは、令和７年度COMmmmONSにて富士通が開発した地域交通総合シミュレータ

を用いるため、業務フローは令和７年度COMmmmONSにて富士通が開発した地域交通総合シ

ミュレータのものと同様である。

• 業務フローを次項に示す。

公開不可
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2. システムにより実現する業務フロー(2/３)：既存の業務フロー

限られた実績データ収集

行政 交通事業者・その他ステークホルダ

計画に従い運行

業務フロー

分析結果精査

調査回答

地域公共交通会議での合意形成・討議

問題点①(点線枠内)

調査・分析にやり取りが多く

施策検討までに

時間とコストがかかる

コンサル

結果まとめ・分析

施策検討（既存路線の見直し・新規交通の導入など網羅的な検討）

地域公共交通計画策定

次年度向けに詳細検討

問題点③

次年度向け詳細検討の

調整に時間がかかる

問題点②

各関係者が自身のメリットを優先し
た意見になり全体最適が図りにくい

問題点④

実績データを次年度計画に

反映するのが困難

既存交通の利用状況調査・ニーズ調査

方針検討・
総合交通計画策定

次年度向け
交通計画再編

調査・分析

運行

施策決定

公開不可
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2. システムにより実現する業務フロー(３/３)：改善後の業務フロー

行政 交通事業者・その他ステークホルダコンサル

需要生成・交通分担率推定
シミュレーションによる
需要-供給不一致の把握

実績データによる需要補正

地域交通総合シミュレーション
複数施策案の検討

シミュレーションによる施策効果把握

シミュレーション結果に対する
現場知見に基づく補足

計画に従い運行

MaaSアプリによる実績データ収集

地域公共交通計画策定

業務フロー

対策①

シミュレータを使うことにより

行政自身が短時間・低コストで
複数施策案の検討が可能

対策②

既存事業者への影響度合いの
可視化による合議の円滑化

対策③

次年度向け詳細検討が容易に可能

次年度向けシミュレーション

方針検討・
総合交通計画策定

次年度向け
交通計画再編

調査・分析

運行

施策決定

投入する交通施策アドバイス

対策④

MaaSアプリで取得された移動実績を次年度の入力データとして最新化し、

シミュレーション精度を向上させ、 PDCAを実現する

MaaSアプリによる実績データ収集

公開不可



Copyright © 2025 by MLIT. All rights reserved.

Ⅲ. モビリティデータの取得と活用

23

12. 検証計画｜検証仮説

マイルストーンとアウトプット

# マイルストーン アウトプット

7月
玉野市地域公共交通会議
第3回（対面開催）

地域公共交通計画 骨子案策定
ルート・ダイヤ変更仮説シナリオのシミュレーション結果が用いられた討議資料および議事録

12月 議会 地域公共交通計画 素案の審議

1月中旬
玉野市地域公共交通会議
第4回（対面開催）

地域公共交通計画 素案策定
ルート・ダイヤ変更の実証実験結果、および仮説シナリオのシミュレーション結果が用いられた討議資料および議事録

1月下旬
意見公募手続
（パブリックコメント）

結果の公示

2月中旬 臨時議会 地域公共交通計画 最終案の審議

2月下旬
玉野市地域公共交通会議
第5回（対面開催）

地域公共交通計画 最終案の決定
シミュレーション結果が用いられた討議資料および議事録、地域公共交通計画

公開不可
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12. 検証計画｜KPI

# 測定項目 KPI
事業実施
年度
の目標値

５年後の
の目標値

目標値設定根拠 計測方法
計測頻度・回
数

１
玉野市交通データ取込
機能

交通データ取込
時間

交通デー
タ取込時
間＜３分

交通デー
タ取込時
間＜1分

ITに詳しくない利用者が操作するにあたって許容できる時間 時間計測 テスト時10回

２
玉野市実績データ取込
機能

実績データ取込
時間

実績デー
タ取込時
間＜1時間

交通デー
タ取込時
間＜10分

ITに詳しくない利用者が操作するにあたって許容できる時間 時間計測 テスト時10回

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

‐ - - - - -- - -

公開不可
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検証メニュー 実施時期 被験者 実施事項 ステークホルダー

「公共交通運行情報標準データ仕
様書（GTFS-JP）v4」対応確認

10月 • 玉野市
• インプットデータとして、「公共交通運行情報標準データ仕

様書（GTFS-JP）v4」に準拠したデータを入力とし、エ
ラーなくシミュレーション結果が出力されること

• 岡山大学（インターフェース部分の
機能確認）

「乗降実績データ標準仕様書（鉄
道・バス）」対応確認

10月 • 玉野市
• インプットデータとして、「乗降実績データ標準仕様書（鉄

道・バス）」に準拠したデータを入力とし、エラーなくシミュ
レーション結果が出力されること

• 岡山大学（インターフェース部分の
機能確認）

12. 検証計画｜検証メニュー
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12. 検証計画｜検証エリア｜エリアマップ

出典 ： 国土交通省 MOBILITY UPDATE PORTAL 現状可視化ツール
https://mobility-update.mlit.go.jp/support/transport/visualization/

公開不可
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交通手段 サービス提供事業者名 対象路線

バス 玉野市（シーバス） 玉野市内

両備ホールディングス株式
会社

下津井電鉄株式会社

デマンド
交通

玉野市（シータク） 玉野市内

交通手段 交通事業者名

鉄道 JR西日本 宇野みなと線

12. 検証計画｜検証エリア｜サービス提供事業者

参画事業者と対象路線 【参考】同エリアを営業エリアに含む非参画事業者の一覧

公開不可
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ステークホルダーの名称 役割 連携方法・タイミング コミット状況

玉野市（協働・交通政策課）
地域交通データの提供およびシミュレーション結
果アンケート回答

提案前から協議を実施し、実証実験開始前
に運用調整を実施

協力合意済み

国立大学法人岡山大学 シミュレーション結果アンケート回答 説明会参加 協力合意済み

両備ホールディングス株式会社 シミュレーション結果アンケート回答 説明会参加 調整中（6月中）

下津井電鉄株式会社 シミュレーション結果アンケート回答 説明会参加 調整中（6月中）

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

13. ステークホルダー一覧

公開不可
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3. リソース｜プロジェクト実施体制一覧（担当業務）
会社名 担当業務（事業者ごと） 部署名 役職 氏名 担当業務（個人ごと） 電話番号 メールアドレス

コガソフトウェア株式会社 全体総括、プロジェクト管理、
デマンド交通のODデータ提供

サービス開発事業
部 モビリティ
サービス部

部長 藤田芳寛 全体総括、プロジェク
ト管理、デマンド交通
のODデータ提供

03-3833-0733 y_fujita@kogasoft
ware.com

課長 伊藤陽介 プロジェクト管理、デ
マンド交通のODデー
タ提供

03-3833-0733 yosuke_ito@kogas
oftware.com

富士通株式会社 ・企画運営
・地域交通総合シミュレータ提
供
・乗降実績・GTFS取り込みUI
及び標準準拠開発

クロスインダスト
リー事業本部

シニアマネー
ジャ

石川勇樹 企画運営 ０８０-7738-5776 Ishikawa.yuki.i@j
p.Fujitsu.com

クロスインダスト
リー事業本部

青沼健夫 シミュレータ保守 aonuma.takeo@fu
jitsu.com

クロスインダスト
リー事業本部

福田達博 開発管理 f.tatsuhiro@fujits
u.com

玉野市 ・地域プレイヤーとりまとめ
・シミュレータを用いた地域公
共交通策定業務の実施、評価

協働・交通政策課 新仁司 ・地域プレイヤーとり
まとめ
・シミュレータを用い
た地域公共交通策定
業務の実施、評価

0863-32-5567 sin-
hitosi@city.taman
o.lg.jp

国立大学法人岡山大学 ・実証協力 学術研究院 環境
生命自然科学学域

教授 橋本成仁 ・実証協力 seiji@okayama-
u.ac.jp

公開不可
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3. リソース｜プロジェクト実施体制図（意思決定ライン）

全体管理者

コガソフトウェア株式会社

藤田芳寛

システム開発チーム

石川勇樹（富士通） ★
• 青沼健夫（富士通）
• 福田達博（富士通）

フィールド対応チーム

石川勇樹（富士通） ★
• 伊藤陽介（コガソフトウェア）
• 青沼健夫（富士通）
• 新仁司（玉野市）

公開不可
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【まとめ】玉野市様へのメリットとご依頼事項

1. 国に認められた地域公共交通計画や路線再編検討に活用できるシミュレータをいち早く体験頂くこと
ができる

2. 採用の暁には、「交通再編検討に活用できるたたき台」を、特殊な知見や技能を用いることなく簡易に
作ることができ、議論の効率化や高度化が図れる

3. 周辺自治体にも展開することで、岡山県下の自治体様が広域で「交通空白」解消に効果的に取り組
むことができるようになる

メリット

本事業では、１月、２月あたりで新しい交通再編を議論する公共交通会議にて、シミュレータの出力結果
を活用頂くことを目標にしております。皆さまにはそのご認識を頂くことと、公共交通会議の場で、内容に関
するご評価（アンケートやヒアリング等）のご協力を賜りたく、何卒よろしくお願いいたします。

ご依頼事項
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END
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